
教職員のチームワーク 保護者・地域との連携 

大野北中学校教育構想図 

教育基本法 教育の目標・教育の目的：神奈川県教育目標：相模原市立学校教育目標 

第 2次 相模原市教育振興計画：目ざす人間像：共に認め合い 現在
い ま

と未来を創る人 

 

北中教育目標 やさしさ かしこさ たくましさ 

 

 

 

めざす生徒像 

 

 

 

 

自ら人生を切り拓き、より良い社会を築こうとする生徒 

 

中学校区が目ざす姿 中学校：先を見通して考え、自己選択・自己決定できる生徒 

小学校：自ら考え、行動する子 

自分を大切にし、人を思いやる生徒 

 

【人間関係形成・社会形成能力】 

【自己理解・自己管理能力】 

自ら課題を見いだし、先を見通して

考えることができる生徒     

【課題対応能力】 

【キャリアプランニング能力】 

最後までやり抜く気力・体力を持つ生徒 

 

【自己理解・自己管理能力】 

【課題対応能力】 

めざす学校像 「やさしさ かしこさ たくましさ」を共に育み合う学校 

 

三耕の教育 

 

心の耕し 知の耕し 体の耕し 

「三つの耕し」は北中学校教育の底流を流れる「人間賛歌」の精神・理念です。人間賛歌の教育とは「さまざまな生徒への働きかけの
根底にある精神」で、「生徒一人一人の良さを引出し、互いの良さを伝え合い、人間のすばらしさと学ぶこと・生きることの喜びを体
感させるもの」です。 
 
この理念に則り、次の三つの耕しを本校の教育の柱とします。 
 ・「心の耕し」＝やさしさの育成 ・「知の耕し」＝かしこさの育成 ・「身体の耕し」＝たくましさの育成 
この「耕し」は、生徒の無限にある可能性を引き出すための下地作りを教職員（学校）が行うことを意味しています。 
様々な教育的な働きかけにより生徒の人間としての基盤が耕され、そこに生徒が自ら種を捲き、自分を大きく成長させていく。つまり
、自己の未来を切り拓くための力「生きる力」の基盤をつくる場が学校であり、それを支援するのが教職員あるということです。これ
を理想に掲げ、大野北中学校は取り組んでいきます。 

 

本 

年 

度 

の 

重 

点 

中学校区が目ざす姿を教職員一人一人が意識し、育てたい力を明確にした教育活動の推進 

～温かさと見通しのある教育活動の推進・授業力向上・生徒主体の活動の推進・地域との協働～ 

やさしさ 

 ① 人権教育を推進し、肯定的な自己理解を深

め、自己肯定感高めると共に、他者に対する

思いやり、共生の心を涵養し、支え合う仲間

づくりを推進する。 

 かしこさ 

 ② 学習意欲を喚起し、学力の定着と向上を 

   めざす授業改善（北中学習スタンダード 

  の確立）を図り、自ら学ぶ姿勢を育てる。 

 

 たくましさ 

 ③ 生徒主体の教育活動を推進し、考える力

、責任感、やり抜く力を育てる。 

 

 

 

 

重 

点 

達 

成 

の 

た 

め 

の 

具 

体 

的 

手 

立 

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)肯定的な自己理解を促す支援に努め、自尊感

情や自己肯定感を高める。 

2)いじめを生まず、生徒が相談しやすい信頼関 

係・学校態勢づくりを推進する。 

  ・日頃からの声かけと生徒観察 

  ・毎月の学校生活アンケートの実施と分析 

  ・教育相談、チャンス相談の充実 

3)自他の生命・安全・健康を大切にする心と態 

度を育てる。 

4)個別の支援を要する生徒への理解と対応に努 

める。 

5)道徳科授業の充実と評価（内容・方法）の確 

立に向け校内での研修を深める。 

6)不登校問題解決や生徒指導改善に向け、組織

的な取組の充実と関係機関等との積極的連携

を図る。 

7)人権作文に全校体制で取り組むとともに、そ 

の活用を図る。 

 

 

 

 

 

 

1) キャリア教育を意識し、幼・保・小・中学

校が連携した教育活動を推進する。特に、学

びの連続性を意識し、学習内容が生きる力や

将来に結びついていることを実感させ、学ぶ

意欲を高めるための取組を推進する。 

 ・学びの連続性を意識し、「何を、どのよう

に学ぶか」「何のために学ぶか」「何がで

きるようになるか」を明確にした授業づく

りの推進 

2)「学び合う関係｣づくりを進めるとともに、  

一人一人の考える力、伝える力を養う。 

 ・グループ学習の効果的な活用・具体物を取 

り入れた授業づくりの推進 

 ・「個人で考える」「小集団で学び合う」  

「全体で学び合う」「個人で振り返る」等

学習展開の工夫 

 ・課題解決的な学習や体験的な学習を計画   

的な実施ならびに、生徒の主体的な活動や 

学び合う活動の推進 

 

 

 

 

 

 

1)一人一人に居場所と出番があり、友好的・

共感的な関係を築く学級活動を推進する。 

2)自主的・自治的な生徒会活動を推進し、学 

校生活の改善・充実を図るとともに、学校

祭や歌声活動など、生徒を主役とした北中

文化の創造に努める。 

3)学校行事を中心とした縦割り生徒活動を通 

して望ましいメンバーシップ（リーダー・ 

フォロワー）を育成する。 

4)部活動における自主的な集団活動を通して 

社会性を育成する。 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

  北

 を中 

教支教 

師え育

のる 

姿 

1) 教育公務員としての自覚と誇りを持ち、他者を尊重しながら、ねばり強く正しく職務を遂行する教師。 

2) 専門職としての識見と技量を磨き、協業を重んじ互いに高め合う教師。  

3) 人間的な優しさと厳しさを持ち、生徒一人一人の成長を支援できる教師。 

・生徒のよさや努力を認める教師。 

・生徒の悲しみや苦しみ、個々の特徴をわかろうとする教師。 

・常に自らを省みて、自身を磨き続ける教師。 

コミュニティースクールの推進による、保護者や地域との協働による開かれた学校運営 

 

 

 

重点達成のため、特に次の点を教職員一人一人が強く意識する。 

①様々な教育活動において、主語が「生徒」であることを常に意識する。 

②先の見通しを持ちながら、子ども達を肯定的に捉え、組織的に支援するための具体的な取組を推進する。 

③過去にとらわれずに、教育課程内の限られた時間内で教育活動を実施することを意識し、効率化を図る。 

 


